
  

睡
眠
不
足
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

○
子
ど
も
の
睡
眠
状
況

　

現
代
社
会
は
24
時
間
化
す
る

と
と
も
に
生
活
は
夜
型
化
し
、

睡
眠
時
間
が
減
少
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
的

環
境
の
変
化
は
子
ど
も
の
生
活

に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
小
児
保
健
協
会
が
実
施

し
た
調
査
に
よ
る
と「
夜
10
時

以
降
に
就
寝
す
る
子
ど
も
」の

割
合
は
１
歳
６
ケ
月
を
過
ぎ
た

子
ど
も
で
半
数
を
超
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
と

学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
就
寝
時

間
が
遅
く
な
る
こ
と
や
寝
不
足

を
感
じ
て
い
る
児
童
・
生
徒
の

割
合
の
増
加
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
睡
眠
不
足
が
与
え
る
影
響

　

子
ど
も
の
睡
眠
不
足
や
睡
眠

障
害
が
続
く
と
肥
満
や
生
活
習

慣
病
な
ど
の
発
症
を
高
め
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、

成
長
の
遅
れ
や
注
意
力
の
低
下
、

疲
れ
や
す
さ
な
ど
を
も
た
ら
す

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

適
切
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に

は「
早
寝
・
早
起
き
」と
い
う
基

本
的
な
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

○
体
内
時
計
を
乱
す
も
の

　

人
間
の
体
は
朝
に
目
覚
め
て

明
る
い
光
を
浴
び
て
か
ら
約
14

時
間
後
よ
り
徐
々
に
眠
気
を
感

じ
る
よ
う
に
体
内
時
計
が
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
リ
ズ

ム
が
不
規
則
に
な
る
と
体
内
時

計
に
ズ
レ
が
生
じ
、
就
寝
時

間
・
起
床
時
間
も
ま
す
ま
す
不

規
則
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
快
眠
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

よ
り
よ
い
睡
眠
の
た
め
に
は

適
度
な
運
動
も
重
要
で
す
。
負

担
に
な
ら
な
い
程
度
の
有
酸
素

運
動
を
行
う
事
が
快
眠
に
対
し

て
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
就
寝
前
に
副
交
感
神

経
を
活
発
に
さ
せ
る
た
め
、
ぬ

る
め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

他
に
も
強
い
光
刺
激
は
睡
眠

を
妨
げ
ま
す
の
で
、
就
寝
前
に

は
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
で
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

に
と
っ
て
も
睡
眠
は
健
康
な
体

を
つ
く
る
た
め
に
重
要
で
、
睡

眠
不
足
は
子
ど
も
と
同
様
に
糖

尿
病
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　

子
ど
も
の
睡
眠
習
慣
は
大
人

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
移
す
鏡
で

す
。

　

家
族
全
員
で
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
睡
眠
の
改
善
を
し
ま
し

ょ
う
。

健
康
こ
ど
も
課
健
康
づ
く
り
班

☎（
82
）３
４
０
０

9月は健康増進普及月間です なるほど！「健康講座」参加者募集

一に運動　二に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ
健康寿命の延伸
　7月に、厚生労働省から日本の平均寿命の発表があ
り男性80.79歳、女性87.05歳と年々伸びています。健
康づくりセンター｢プラム｣では、健康に関する様々
な展示をしていますので、日ごろの生活習慣を見直
し、健康づくりに取り組むためにご利用ください。

お詫びと訂正
広報8月号12ページに掲載の「B型肝炎陽性者への医療助成」
の記載内容の一部に誤りがありました。訂正してお詫び申
し上げます。
誤→B型肝炎陽性者への医療助成
正→B型肝炎陽性者への給付金の支給
（追加）
助成条件　・ 集団予防接種以外の感染原因(母子感染・輸血

等)がない方
　　　　　⇒ 給付金対象者から母子(父子)感染している方や、

給付金対象者の相続人も対象になります。

統一スローガン と　き　①10月7日（金）　②10月19日（水）　
　　　　③12月7日（水）　※各回午前10時～午後2時頃
ところ　健康づくりセンター「プラム」
内　容　第1回　「シルバー・認知症予防」
　　　　　　　　開講式、調理実習と体操
　　　　第2回　「ロコモティブシンドロームの予防」
　　　　　　　　調理実習と運動実技　
　　　　第3回　「生活習慣病の予防」
　　　　　　　　調理実習と運動実技、閉講式
　　　　※ 全ての回に出席された方には、修了証書と

記念品を差し上げます。
対　象　町内在住の方
定　員　各回先着25人
参加費　各回300円
持ち物　エプロン、三角巾（バンダナ）、筆記用具
申込期限　9月26日（月）
　　　　※お申込された方には、後日詳細を郵送します。

健康こども課健康づくり班　☎82－3400

2016.9.115


